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１．環境経営方針 

環境経営理念 

 
株式会社ユニロックは電子顕微鏡の部品製造にあたり、最小限の資源を使い、 
より少ない工数でモノづくりを終えるよう努力を続けることで、 
資源のムダ使いをなくし、エネルギーの節約とリサイクルに努め 
社員一人一人がその自覚を持ってモノづくりを進めることを基本方針とし、 
地球環境に配慮した事業活動を推進し地域社会に貢献することを目指します。 
 

環境経営方針 

 
1. 事業活動を通じて環境に有意な影響を与える事項を的確に捉え、技術的・経

済的に可能な範囲で環境経営システム（エコアクション２１）を構築・運用

し、継続的な環境保全に取り組み、環境汚染の予防に努める。 
2. 事業活動において、省エネルギー・省資源及び環境汚染の観点から下記事項

の継続的な改善に取り組む。 
1） 二酸化炭素排出量削減 
2） 廃棄物排出量の削減 
3） 用水使用量の削減 
4） 残業時間の削減 

3. 製品に含有する化学物質に関する各種法令を遵守する。 
4. 環境関連法規・条例及び当社が受け入れた利害関係者の要求事項を遵守する。 
5. 環境活動レポートを作成して一般に公表し、全社員の意識の高揚を図るとと

もに利害関係者などの理解と協力を得る。 
 
 

２００７年１１月１５日制定 
               ２０１９年 ６月 １日改訂 

                 株式会社ユニロック 
代表取締役 江本茂夫 
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2. 対象範囲　（認証・登録範囲）

　　株式会社　ユニロック　　（全社・全活動）

所在地　〒194-0215

東京都町田市小山ヶ丘２－２－５－１３

関連事業所　　　なし

3. 事業の概要

① 事業所名及び代表者氏名

株式会社　　ユニロック

代表取締役社長　江本　茂夫

② 所在地

〒１９４－０２１５

東京都町田市小山ヶ丘２－２－５－１３

③ 環境管理責任者及び担当者連絡先

責任者：代表取締役社長

担　当：推進事務局

ＴＥＬ：０４２－７９８－５０９０

ＦＡＸ：０４２－７９８－５０９１

Ｅ－Ｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｕｎｉｒｏｃｋ.ｊｐ

Ｗｅｂｓｉｔｅ：https://www.unirock.jp

④ 事業活動内容

電子顕微鏡の設置環境に応じた、振動・磁場・音の

防止装置の開発・設計・製造・販売

⑤ 事業年度

6月～翌年5月

⑥ 事業規模（2023年5月現在）

2022年度(2022年6月1日～2023年5月31日）の売り上げ

37,564万円

従業員数　　　25名(役員2名：パート8名含む）

床面積 　　　 782.81㎡
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運用の実施体制

実施体制

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施及び管理に必要な人、設備、費用、時間、技能技術者を用意

・環境管理責任者を任命・環境方針の策定

・見直し及び全従業員への周知

・環境目標の設定を承認

・代表者による全体評価と見直しを実施

・環境活動レポートの承認

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営システムの構築、実施、管理

・法規制等の要求事項登録簿を承認

・環境活動実施計画書を承認

・環境活動の取組結果を代表者に報告

・環境活動レポートの確認

・「環境関連法規等チェックリスト」「環境関連法規制等登録簿」の作成

・環境経営システムの実施

・環境方針の周知

・従業員に対する教育訓練の実施

・関連する環境目標及び環境活動計画書の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、訓練、記録

・問題点の発見、是正、予防処置

全
従
業
員
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品質保証部

嵯峨　志野 土屋　貴宏 新井一志、有馬健司、内藤雄義 青山天将 江本　茂夫

環境管理会議（安全衛生委員会）

業務管理部 調達部 技術営業部 製造部

環境管理の責任者

2022/4/11改訂

代表取締役

江本茂夫

推進事務局

【役割及び責任】

代
表
取
締
役

環
境
管
理
責
任
者

推
進
事
務
局

（
安
全
衛
生
委
員
会

）

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加



　4.　環境経営目標とその実績

4-1環境目標

2022年度環境経営目標及び環境経営計画

1． 二酸化炭素排出量の削減

（１） 消費電力を1％低減する。 (対基準年実績）

①不要時の消灯（無駄な照明のこまめな消灯）

②エアコンの温度管理　（冷房：26℃、暖房20℃）

（２） ガソリンの消費量1％低減する。 (対基準年実績）

①車両の点検整備の徹底

②エコドライブの徹底

（運転前エコドライブのススメ確認、運転後チェック実施）

③走行距離と燃費の把握

（３） ＬＰＧの消費量を1％低減する。 (対基準年実績）

（４） 都市ガスの消費量を1％低減する。 (対基準年実績）

２． 廃棄物排出量の削減

（１） 焼却ごみを1％削減する。 (対基準年実績）

①分別ゴミ箱を設置し焼却ゴミの削減

②リサイクルの推進（ダンボール、雑紙など）

（２） 廃プラスチックを1％削減する。 (対基準年実績）

①ゴミ箱を設置し廃棄物の分別徹底

②保管資材の有効利用とリサイクルの推進

３． 用水使用量の削減

（１） 節水を徹底し1％削減する。 (対基準年実績）

①手洗い、食器洗い時の節水

②トイレ水の節水

４． 低使用頻度原材料の在庫削減

６ヶ月間変動がない在庫を１５％削減する

５． 化学物質管理システムの運用

６． 残業時間の削減

残業時間を１０％削減して省エネにつなげる

７. 新型コロナウィルス感染症対策の実施

時差通勤、社内アルコール消毒、対応マニュアルを策定する

テレワーク環境の整備
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4-2環境経営目標とその実績

（１）過去の環境負荷の実績

　　　当社過去の環境負荷実績は以下の通りです。

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
実績 実績 実績 実績

Ｋｇ－ＣＯ２ 45,780.79 50,519.98 55,501.84 55,848.55

電力 Ｋｗｈ 34,038.00 38,766.00 43,301.00 44,014.00

ガソリン ℓ 427.21 281.12 297.27 463.29

LPG ｋｇ 48.65 44.09 42.44 14.40

都市ガス N㎥ 3,854.78 4,423.20 4,886.90 4,728.75

ｋｇ 289.00 252.80 325.40 275.60

ｋｇ 316.00 324.00 389.00 441.00

㎥ 205.00 186.00 182.00 188.00

（2）環境活動実施結果

　　　（活動期間：2022年6月～2023年5月）

2021年度 2022年度 2022年度 目標値
実績(基準値） 目標△1％ 実績 増減率％

二酸化炭素 Ｋｇ-CO2 55,501.84 54,946.82 55,848.55 2%

電力 Ｋｗｈ 43,301.00 42,867.99 44,014.00 3%

ガソリン ℓ 297.27 294.30 463.29 57%

LPG ｋｇ 42.44 42.02 14.40 -66%

都市ガス N㎥ 4,886.90 4,838.03 4,728.75 -2%

Ｋｇ 325 322 276 -14%

Ｋｇ 389 385 441 15%

㎥ 182 180 188 4%

（3）環境中期目標
2021年度の実績を基準とし、以下の環境目標を設定しました。

2022年度 2023年度 2024年度
目標△1％ 目標△1％ 目標△1.5％

二酸化炭素 Ｋｇ-CO2 55,501.84 54,946.82 54,946.82 54,669.31

電力 Ｋｗｈ 43,301.00 42,867.99 42,867.99 42,651.49

ガソリン ℓ 297.27 294.30 294.30 292.81

LPG ｋｇ 42.44 42.02 42.02 41.80

都市ガス N㎥ 4,886.90 4,838.03 4,838.03 4,813.60

廃プラスチック Ｋｇ 325 322 322 321

焼却ゴミ Ｋｇ 389 385 385 383

水道水 ㎥ 182 180 180 179

（注）環境目標値は、前年度の実績値・売上を踏まえ年度初めに見直し・確認を行います。

水道水

区分 単位

二酸化炭素

廃プラスチック

焼却ゴミ

（基準値）
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区分 単位

廃プラスチック

焼却ゴミ

区分 単位

水道水



＊1：基準値は2021年6月～2022年5月の実績値

基 準 値 ＊1

2021年 2022年＊2 2023年 2024年 2025年

1％削減 1％削減 1.5％削減 1.5％削減

55,501.84kg-CO₂ 54,946.83kg-CO₂ 54,946.83kg-CO₂ 54,669.31kg-CO₂ 54,669.31kg-CO₂

　　　　　＊3 1％削減 1％削減 1.5％削減 1.5％削減

43,301.00kWh 42,867.99kWh 42,867.99kWh 42,651.49kWh 42,651.49kWh

15,761.57kg-CO₂ 15,603.95kg-CO₂ 15,603.95kg-CO₂ 15,525.15kg-CO₂ 15,525.15kg-CO₂

燃料消費量
削減

1％削減 1％削減 1.5％削減 1.5％削減

297.27ℓ 294.30ℓ 294.30ℓ 292.81ℓ 292.81ℓ

2,530.59kg-CO₂ 2,505.28kg-CO₂ 2,505.28kg-CO₂ 2,492.63kg-CO₂ 2,492.63kg-CO₂

42.44kg 42.02kg 42.02kg 41.80kg 41.80kg

460.84kg-CO₂ 456.23kg-CO₂ 456.23kg-CO₂ 453.93kg-CO₂ 453.93kg-CO₂

4,886.90N㎥ 4,838.03N㎥ 4,838.03N㎥ 4,813.60N㎥ 4,813.60N㎥

36,748.85kg-CO₂ 36,381.36kg-CO₂ 36,381.36kg-CO₂ 36,197.61kg-CO₂ 36,197.61kg-CO₂

廃棄物排出量
削減

1％削減 1％削減 1.5％削減 1.5％削減

廃プラ 325kg 322kg 322kg 321kg 321kg

可燃ごみ 389kg 385kg 385kg 383kg 383kg

水道使用量削減 182㎥ 180㎥ 180㎥ 179㎥ 179㎥

低使用頻度
原材料在庫削減

- 15％削減 15％削減 15％削減 15％削減

化学物質の情報を
管理する

-
化学物質管理シス

テムの運用
化学物質管理シス

テムの運用
化学物質管理シス

テムの運用
化学物質管理シス

テムの運用

残業時間の削減 - 10％削減 10％削減 10％削減 10％削減

（注）環境目標値は、前年度の実績値・売上を踏まえ年度初めに見直し・確認を行います。

  ＊2：運用期間は2022年度（2022年6月～2023年5月）　

6

電力消費量
削減

　＊3：2021年以降の電力による二酸化炭素排出係数は0.364Kg.・CO2/kwh　（東京ガス発表の2021年度実係数）

・ガソリン

・LPG

・都市ガス

株式会社 ユニロック　　　環　境　目　標　（2022年度）

環境目標

環　境　目　標（対基準値）

CO2排出削減
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６．環境活動の取り組み結果の評価（２０２２年６月～２０２３年５月） 

 

１． 二酸化炭素排出量の削減・・・全体として目標未達成 

 

① 電力使用量の削減・・・目標未達成（+3％） 

・ 新型コロナウィルス対策で窓を開けるなど換気を徹底と、大幅な受注量の増加によ

り残業時間が増えたため使用量が増え目標はわずかに未達成となりました。 

・ 不要時（始業前・休憩時間等）の消灯は事務所・作業場ともに完全に徹底しました。 

・ 蛍光灯に個別スイッチ、デスクスタンドをつけ個別管理の徹底がされています。 

・ 便座のふたを閉めることは、徹底されています。 

・ 引き続き一人一人が節電を心がけます。 

  

② 自動車燃料の削減・・・目標未達成（+57％） 

・ コロナウィルスの緩和により出張が増えたため、ガソリンの使用量は大幅に増え目

標未達成となりました。 

・ 車両の点検整備およびエコドライブ、月 1回の空気圧確認の徹底をしました。 

・ 運転前にエコドライブ実行項目の確認をし、運転後、エコドライブを実施したかの

チェックは徹底できています。 

・ 公共機関で移動できるところは交通機関を利用するようにし、引き続きエコ運転を

実施します。 

 

③ ＬＰＧの消費量の削減・・・目標達成（-66％） 

・ 主に温水に使用していますが、夏季はスイッチを入れないことを徹底したため使用

量を大幅に削減し、目標を大きく達成できました。 

・ 無駄に使用しないように皆が意識しているので、毎月の使用量をしっかりチェック

し引き続き削減に努めます。 

 

④ 都市ガスの消費量の削減・・・目標達成（-2％） 

・ 一部のエアコンに使用しています。新型コロナウィルス対策で窓を開けるなど換気

の徹底と、受注量の増加により残業時間が増えましたが、一人一人の心がけで使用

量を削減し、目標達成できました。 

・ 設定温度など一人一人が引き続き気を付けていきます。 
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２． 廃棄物排出量の削減 

① 廃プラスチック廃棄物の削減・・・目標達成（-14％） 

・ 無駄なゴミを出さないよう意識し、ごみの分別を徹底したため大幅に廃棄量を削減

できました。 

・ 場内に分別回収を行える場所を確保し、明確に分別収集を実施する体制を整えリサ

イクル業者に引き取ってもらっています。 

・ 今後もリサイクルできるものはリサイクルを徹底し、廃棄するものを削減するよう

努めます。 

 

②  焼却ゴミの削減・・・目標未達成（+15％） 

・ 受注量の増加により材料（ダンパ材）の廃棄量が増えたため焼却ゴミの量が増えま

した。 

・ 一人一人がゴミを出さないように心がけ、リサイクルを推進しています。 

・ 雑紙、雑誌、新聞紙、シュレダーにかけた紙は分別を徹底しリサイクル業者に引き

取ってもらっています。 

 

３． 用水使用量の削減・・・目標未達成（+4％） 

・ 残業時間、休出時間が増えたためわずかに使用量が増加し目標未達成となりました。 

・ 各手洗い場には節水の表示をおこなったり、元栓を絞ったりして対策を行っていま

す。 

 

４． 低使用頻度原材料の在庫削減 

・ 1 年間在庫数に変動のない死蔵品をリストアップし、今後使用する予定がない一部

の部品をリストアップし、廃棄しました。 

 

５． 化学物質の情報の管理 

・ 自社システムにて使用部品の化学物質管理を進めています。 

 

６． 残業時間の削減・・・目標未達成（+37％） 

・ 大幅な受注量の増加と、コロナウィルス緩和に伴い出張作業（休出時間）が増えた

ため目標未達成となりました。 

・ 業務の効率化を図り、通常時はほぼ定時退社で残業時間は減少傾向にあります。 

 

７． 新型コロナウィルス感染症対策の実施 

・ 国のガイドライン変更に基づきルール改正し、実践しています。 



7. 環境関連法規への違反、訴訟などの有無

・環境関連法規等の遵守状況を２０２３年３月にチェックした結果、この３年間

 関連する法規を遵守し、違反、提訴及び関係当局からの指摘はありませんでした。

法規・条例 適用内容･遵守事項 遵守評価

・保管基準の遵守 〇

・廃棄物の収集・運搬・処分を許可業者に委託

・マニフェストを委託業者へ交付及び管理

・マニフェスト等交付状況報告書の提出(6/末)

・定期点検実施と記録の保存 〇

・避難経路の確保

･クレーン・フォークリフト年１回定期点検 〇

・免許取得者、技能講習終了者掲示

・労働者１０人以上５０人未満で選任

・３ヶ月に１回管理者による簡易点検 〇

・空調機器年１回業者による点検

8. 代表者による全体評価と見直しの結果

（1）　全従業員の理解と努力により、EA２１システムで取り決めた事項を確実に実行しています。

（2）　新型コロナウィルス対策をしながら、また、今期も受注量が増えたため目標は

　　　達成できませんでしたが、引き続き一人一人が環境に対する意識を高く持っています。

（3）　分別をしっかり行い、 リサイクルできるものはリサイクルすることを徹底しています。

（4）　今年度も受注量の増加と、コロナ緩和に伴う休出時間の増加により残業時間は増えましたが

　　　これからも従業員全員で、ＣＯ２排出量削減のため取組みを推進します。

（4）　新型コロナウィルス対応については国のガイドラインに基づき、

　　　社内ルールを改訂し実践しました。今後も会社全体で感染対策を実行していきます。

（5）　受注量が多い状況は今後も続く見込みのため、コロナ禍の2021年度を引き続き基準年とし、

　　　1％削減を目標値としてエコアクション活動を継続します。
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廃棄物処理法

消防法

労働安全衛生法

フロン排出抑制法
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